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まさに「世紀のサミッ
ト」

部小
平・
ゴ
ル
バ
チョ
フ
会
談
を
頂点

と
す
る
今
回
の
中
ソ
首
脳
会
談
は、
ま
さ

は
「
由紀
の
サ
ミッ
ト」
と
呼
ぶ
に
他
す

る
もの
で
あっ
た。
し
か
も、
中
ソ
首
脳

会
般
が
行
わ
れ
て
い
る
人
民
大
会
堂
に
而

し
た
天
安
門
広
場
に
は、
「
民
主
化」
を

求
め
る
学
生
や
市
民
の
デ
モ
が
渦
巻
き、

彼
らの
，ペ
レ
ス
トロ
イ
カ
歓
迎e
の
ゆ

買監金明臼平成元年（19894') 5月1 9回

え
に、
ゴ
ル
バ
チョ
フ
m
記
長
ら
は、
つ

い
に
北
京
の
象
徴・
天
安
川広
場
に
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
とが
で
き
な
い
ま
ま
北
京

を去
る
と
い
う
ド
ラマ
チッ
ク
な
中
間
問

問
に
なっ
た。

ま
さ
に
今
日
の
時
点
に
お
け
る
中
ソ
行

脳
会
談
の
性格
や
そ
の
意
味
を
仰
災
に
物

的っ
て
い
た
と
宮
え
よ
う。

そ
れに
し
て
も、
こ
の
五
月
十
六
日
午

前
十
時
四
分
に
実
現し
た
弱
小
平・
ゴ
ル

バ
チョ
フ
両
首
脳
の
問い
録
手
は、

慣例

外
交
の
過
去
を
消
算
し、
い
わ
ゆ
る
「新

思考」
外
交
に
よっ
て
今
回
の
申
ソ
完
全

和解
に
こ
ぎつ
け
た
ゴ
ル
バ
チョ
フ
酪
記

長
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら、
巾
凶
の

郎小
平
主
席
（

党中央組事委）
に
とっ

て
は、
ま
さ
に
叫阿
部
の
照
史
的
瞬
間
な
の

を
は
る
か
に
上
回
る
長
時
間
会
談
の
密
度

と
と
も
に、
き
わ
め
て
大
き
な
隆
史
的
意

味
を
もっ
て
い
る
と
宮
わ
ね
ば
な
る
ま

嶺雄中嶋東京外大教授

、。こ
の
問、
ス
タ
ー
リ
ン
再
否
定、
非
プ

レ
テ
ネ
フ
化
の
か
た
ち
で
ソ
巡
の
政
治・
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新思考と新国際秩序認む

そ
れ
に
し
て
も、
部
小
平・
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
会
談は、
回
副
か
ら
き
わ
め
て
中身

の
波
い
も
の
で
あっ
た。
中
ソ
和
解
の
た

め
の
い
わ
ゆ
る
「
三

大陣笹」
に
つ
い
て

一
つ
ず
つ
障

霊峰
夫
し
て
き
た。
ソ
迎

の
「
新
思考」
外
交、
中
国
の
「
新
国
際

政
治
秩
序」
昭
加
を
相互
に
肯
定
的
に
押

倒
し
て
い
る
こ
と
忽
ど
が、
ま
さ
に
当
窓

即
妙
の
呼
吸
の
う
ち
に
交
わ
さ
れ
た
こ
と

を
見
て
も、
中
ソ
両
首
府
の
高
次
元
の
怖い

界仰
が、
そ
の
ま
ま
発
露

し
て
い
た
と
百
わ
ね
ば
な

る
ま
い。

し
か
も、

中
ソ
首
脳
会
談
の
歴
史
的
意
義

で
あっ
た。

部
小
平
氏
は
中
ソ
論
争
の
起
源
と
なっ

た
ソ
迎
共
産
党第二
十
回
大
会
の
「
ス
タ

ー
リ
ン
批
判」
を
自
棺和
し
た
数
少
な
い
生

き
統
人
で
あ
る
ば
か
り
か、
一
九六
三
年

の
中
ソ
両
党
会
絞
決
裂
時の
立
役
者
で
あ

っ
た。
が、
や
が
て
ソ
迎
との
会
前
対
決

を主
強
し
た
毛
沢
東
主
席
（
当
時）
と
た

も
と
を
分
か
ち、
そ
の
後
の
文
化
部命
則

の
受熊
を
結
て、
今
日
の
非毛
沢
東化
時

代

tfdき、
今
回
の
中
ソ
行
脳
会
般
に
至

っ
た
の
で
あ
る
か
ら、
胸
中
の
思
い
は
万

感
で
あっ
た
だ
ろ
う。

私
は
今
回
の
中
ソ
行
脳
会
談
の
則
問、

術活
テ
レ
ビ
の
解
脱
を
控
当
し
て
い
た
の

で、
こ
の
三
十
年
間、
中
ソ
関係
の
鍛
移

を
見
つ
め
て
き
た
者
と
し
て
の
臨
場
感
を

味
わ
う
こ
とが
で
き
た
が、

部小
市
氏
を

削
に
し
て
は、

出抑
の
ス
タ
l、
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
密
記
長
も
「
老
師」
の
ま
え
の

「
学
生」
の
よ
う
な
面
持
ち
で
あっ
た。

「三大開

も、
部
小川r
氏が
三
年
前
に
ル
ーマ
ニ
ア

の
チ
ャ
ウシヱ
ス
ク

大統制酬
を
通
じ
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
院
し
た
の
に
た
い
し、
ゴ
ル

バ
チョ
フm
記
長
は
八
六
年
七
月
の
ウ
ラ

ヲ
オ
ス
トク
泌
税
で
こ
れ
に
応
え、
毎
年

硲膨除岳et動
害」
に
閲
し
て
一百九
ば、
中
ソ
首
脳
会
淡

の
閲
似
と
同
時
に、
モ
ンゴ
ル
か
ら
の
ソ

迎
取
の
惨庁内
が
始まっ
た

邪災も、
五
月

十
七
日
午
前の
人
民
大
会
欽
に
お
け
るゴ

ル
バ
チョ
フ
演
説
が
ソ
迎の
傾
烈
兵
力
＋

〈
な
か
じ
ま・
み
ね
お）

二
万
人
削
減
を
共
体
的
に
表
明
し
た
こ
と

い
ず
れ
に
せ
よ、
今
回
の
中
ソ
首
嬰E

と
と
も
に、
ア
ジ
ア
の
国
際
環
邸
の
将来
談
で、
中
ソ
両党
関係
を
含
む中
ソ
関係

に
き
わ
め
て
震
裂
な
怠
味
を
も
っ
て
い
は
完全
に

修復し、
部
小
平
氏
は、
み
ず

る。

か
らの
円以
任
に
お
い
て
み
ず
か
ら
が
関
与

部
小
平・
ゴ
ル
バ
チョ
フ
会
談
で
は、

し
た
現代
史
の
ド
ラマ
チ
ッ
ク
な

エ即を
；

過
去
の
米
ソ
問
の
邸
鉱
脱
争
に
触
れ
て
閉
じ
た
の
で
あ
る。

「
水
制
節目
〈
水
依
が
上
が
れ
ば
船
も
ロ
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く
な
る）
」
と
の
巾
国
の
こ
と
わ
ざ
を
引

日
本
は
潮
流
に
遅
れ
る
な

い
た
郎
小
平
氏が、
中
ソ
関係
に
触
れ
て

今
後、
巾
ソ
両同
は、
社
会
主
義
ぬ前

は
「
結束
過
去、
開
附
未来
（
過
去
を
終
性
化
と
話
加畑
強
化
の
た
め
に、
他
の
社
会

・
わ
ら
せ
未来
を
聞
こ
う
と
主
義
路
国
を
含
む
。
ゆ
る
や
か
な
同
me

と
い
う
言
葉
を
引
い
て
い
関
係
を
形
成
し
な
が
ら、
相
互
依
存・
相

た
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ

死初
完
の
関
係
を
強
化
し
つ
つ、
西
側
と

う
に、

由紀
の
首
脳
会
般
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
ろ
う。一一
十

L

に
ふ
さ
わ
し
い
高
度
の
白
一

山紀
に
向け
ての
社
会
主
義
の
再
生
に

EE
瞳
瞳腸
学
や
理
念が
間
ら
れ
た。

は、
ゴ
ル
バ
チョ
フ
訪
中
で
さ
ら
に
刊
ま

ゐ
温
置
具
体
的
な
懸
案

事
っ
てい
る中
間
の
学
生
反
乱
や
ソ

器地

を
必
副闘
は、
政
府
間
レベ
ル
のゴ
の
民
朕
反
乱
に
兄
ら
れ
る
よ
う
に、
さ
ま

f鋭樹齢園園田
ル
パ
チ
ョ
フ・
李
鵬会

ざ
ま
な
困難
を
伴
う
で
あ
ろ
う
し、
そ
の

ぷ酪闇繍
殿、
党
問
レベ
ル
のゴ
ル

前
途
は
容
易
で
は
な
い。

聡闇翻翻閉山
パ
チ
ョ
フ・
制
時前
附
会

し
か
し、
巾
ゾ
同祉
会
主
義
大
同
の
今

回間
関額
放、
さ
ら
に
は、
シヱ
ワ
阿の
田町
史
的
和
解
を、
も
し
も
凶
側
約

園調輔倒閣闘
ル
ナ
ゼ・
銭
其
探
両外
相

同、
と
く
に
日
本
政
府・
外
務
省
が
タ
カ

闇園田翻臨一
会
談
に
ゆ
だ
ね、
今後に
を
く
く
っ
て、
そ
の怒
殺
を
過小
抑
制
し

yt－－
J題
解
決
毒
す
る
問
阻
は、
J
てい
る
と
す
れ
ば、
国
際
政
治
の
大
き
な

野脇
田
顕
さ
ま
ざま
な事
務
レ
ベ
ル

変
動
の
なか
で、

雲
大
間・
臼
木が
ま

協
援
に
恥
す
る
で
あ
ろ
う
方
針
が
見
て
と
‘
す
ま
す
孤
な
化
す
る
こ
と
に
な
りか
ね
な

れ
る。
国
涜
綿
惚千定
問凶
や
カ
ン
ポ
ダ
ア
ぃ。
日
本外
交
に
は
「新
竪さ
や
「
新

14
 

問
阻
な
ど
は、
こ
う
し
た方
向
に
粍引
で恥
国際
政
治
秋
序」
限
時
は
不
要
な
の
で
あ

T－‘＆1
 

決
約
が
は
か
ら
れ
る
の
で
は
な
か
みJラ泊
ろ
う
か。

広匁E，、

ヵ。

(各国の識者にきく　中ソ30年目の和解-共通基盤強化の一段階(産経新聞-1989.05.04


